


 
 
 
 
 
 
 

公益社団法人日本口腔インプラント学会 関東・甲信越支部 
2019 年度 第 1 回代議員会議事録(案) 

 
日 時  ： 2019 年 4 月 21 日（日） 13：30～14：30 

 場 所  ： 東京グランドホテル 桜の間 
 参加者  ：  98 名 
（出席者 61 名） 

（委任状提出者 37 名） 

（オブザーバー 2 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１． 開会の辞 塩田 真 副支部長より開会の挨拶がなされた 
２． 支部長挨拶 井汲 憲治 支部長より挨拶がなされた。 

３． 指名点呼：小田 茂総務委員長より代議員 107 名のうち、出席者 61 名、委任状提

出者 37 名、計 98 名の過半数となり代議員会が成立することが報告された。 

４． 議長選出 執行部一任により片山幸太郎議長、井上 達副議長が選出された。 

５． 議事録署名人選出 議長一任となり、上田 一彦先生、竹島 明道先生が選出され

た。 

６． 確認事項 
小田 茂総務委員長より関東・甲信越支部 平成 30 年度 第 2 回代議員会議事録



（資料１）について確認された。 

７． 報告事項 
① 日本口腔インプラント学会 本会現況報告 

塩田 真専務理事より 
3 月 14 日に報道された国民生活センターによる発表内容について、事前に学

会に情報提供があり、若干内容の調整を行ったこと、発表当日は会員へのメー

ルでの周知、ホームページに声明文を掲載した。その後、声明文に対して歯科

医学連合より修正依頼が入り、語句の修正を行った。 
 広告可能専門医に関して、従来からの厚労省へのアプローチ、専門医機構へ

のアプローチの両面で粛々と進めていること、顎顔面インプラント学会と歩調

を合わせて進めていくことが大前提となっていること、専門医協議会は休会状

態で専門医機構に移そうという動きがあること、 
 会員証について、磁気式カードの磁気劣化による不具合が相次いで起こって

いるため、第 49 回学術大会より 2 次元バーコード（QR コード）での確認体制

に移行を予定していること 
 メールマガジンを 2 か月に 1 回の頻度で発行していること 
が報告された。 
 
簗瀬 武史 理事／認定委員長より 
 ケースプレゼンテーション試験について、今年度より症例は上部構造装着後

2 年以上で受験可能となったこと 
 今年度より学術大会時のポスター発表から専門医指導医試験と同一日に実施

となり、財政的負担も軽減され、また受験者が参考資料も持参出来るようにな

った。事前の準備は認定委員会、試験委員会合同で実施し、試験当日は、試験

委員会の責任下で実施している。試験官の先生方には、指導医、専門医、専修

医それぞれのレベルにあった質問をしていただくようにお願いしていること、

受験者には事前レクチャーも行っていること 
 今年度の代議員会の前日に各施設 2 名まで参加可能な施設長会議を予定して

おり、その際に各施設のカリキュラムの作成と評価等に関する情報提供が行わ

れる。その後 17 時より懇親会があり、また今年度より日当も 5000 円/人ださ

れることとなったので、ぜひ参加してほしいこと 
 顎顔面インプラント学会との共通研修が計画されていること 
が報告された。 
 
矢島 安朝 理事/学術委員長より 
 第 49 回学術大会の演題募集中のため、各研修施設から多くの演題を出して

いただきたいことが報告された。 



 
井汲 憲治 理事/総務委員長より 
 2018 年 6 月より戦略会議が開催されており、up to date な時代に沿った長期

的な戦略を検討していること、その一環として学会の診療ガイドラインの作成

が決定し、研究推進委員会へ依頼済みであることが報告された。 
 

② 第 9 回支部学術シンポジウム開催報告が簗瀬 武史 大会長よりなされ、417 名

の参加があり盛会に終わった旨報告がなされた。 
 

③ 第 38 回関東・甲信越支部学術大会開催報告が矢島 安朝 大会長よりなされ、演

題数 70、1353 名の参加があり盛会に終わった旨報告がなされた 
 

④ 第 10 回支部学術シンポジウム準備状況が、熱田 互実行委員長よりなされ、

2019 年 8 月 4 日（日曜）に日本歯科大学富士見ホールにて 9 時半―17 時に開

催すること、350 名の参加見込み、企業展示も順調に申し込まれていることが

報告された。すでに参加申し込みが可能となっているのでぜひ参加いただきた

い旨報告がなされた。 
 

⑤ 第 39 回関東・甲信越支部学術大会進捗状況について、廣安 一彦実行委員長よ

り報告がなされ、2020 年 2 月 15-16 日に新潟の朱鷺メッセにて「口腔インプ

ラント治療の今と将来」－インプラントロジストが拓く未来―をメインテーマ

に特別講演 2 題、シンポジウム４題、専門医教育講座、DH 体験セミナー、ラ

ンチョンセミナ―（2 日間で計 6 社）、懇親会を予定している。演題登録期間 7
月 1 日―10 月 31 日、事前登録期間 8 月 1 日―12 月 20 日であり、多くの先生

の参加をお願いしたい旨、報告がなされた。 
 

⑥ 第 50 回記念学術大会準備状況について、井汲 憲治 大会長より報告がなされ、

2020 年 9 月 18-20 日に開催すること、第 1 日目は全国の研修施設の代表が 60
演題を出しテーマごとの議論を予定していること、専門医教育講座は 1 日目と

2 日目に分けて 2 回実施すること、特別講演も国内外より著名な先生方にご登

壇を予定しており、多くの方に参加いただきたい旨が報告された。 
 

⑦ その他として、小森選挙管理委員長より先日開催された中央選管と支部選管と

の協議に関する報告がなされ、中央から支部に対して、選出区分 1,2 に関して、

１：大学系、２：一般臨床、DH、DT、その他となっているが、総合病院所属

の方は２に入れるように、また、「大学所属」をどのように線引くのかについて

は、2019.4.1 時点での「主たる勤務先」の情報に基づき決定するように（ただ






